第２８回　第５部会（都市整備）　
（第１９回景観・緑化条例策定プロジェクト会議）概要

日　時：平成２１年２月１２日（木）午後６時００分～午後８時３０分
出席者：和田浩一、石亀裕、大平定子、福川喜衍、佐藤逸夫、南部敏子
事務局：企画Ｇ 五島主幹・山谷主査、土木公園Ｇ 矢吹主幹・福地主査
内　容：１．会議内容
　　　　　（１）条例案【第５版】について
　　　　　（２）社会科副読本（３年生用）について

（３）シミュレーションの実施
（４）次回の議題について

　　　　２．次回開催日について

配付資料：①条例案【第５版】、②海浜地緑化事業計画図

１．会議内容

（１）条例【第５版】について

　　　□　・前回検討いただいた内容で条例案第５版を作成した。その修正内容について説明する。
・ポイントとしては、①条文の不都合が発生し条例変更の必要が生じた場合、議会承認が必要なため条例の変更までの間、その条文に係る内容が執行できない事態になる。長期間活動が停滞する恐れが考えられるため、細かい部分は極力、規則や要綱に落とし込む必要があると考え、条文をスリム化した点。②審査基準、認定基準や指定基準は、推進組織と協同で時間を掛けて作りたいので、条例・規則の施行後に行うため要綱で定めることとした。③国や道の事業に関する事項及び他市町村等の連携については、事業が行われる前に協議の場があることや自主条例であり参加要請する根拠が薄いことや、景観行政団体への移行後に組織を立ち上げる方が良いと考え、２４条の中で整理した。
　　　　　　・以下、各条項について説明する。

　　　　□　・解りやすく、後で困らないようにと言うことで修正されている。全文は読んでいないが、一見して良いのではないかと思う。
　　　　□　・後で読んでいただいて、気の付いたところがあれば言って欲しい。
（２）社会科副読本（３年生用）について

　　　　□　・市の広報誌も情報は色々と入ってはいるが、系統だった物ではない。副読本は子供用に作られているが、登別を知っていただく、ふるさとを感じていただく物として大人版を作ってみたいと感じた。新たに登別市民になる方が住民票を作りに来た時に渡すと良いと思う。
　　　　□　・ふぉれすと鉱山の活用がでているが、素晴らしい緑や景観をみんなで守っていこうという結にして欲しい。これからの登別を考えてもらう表現を入れて欲しい。この副読本の作りは、子供たちが調べた結果を載せているが、副読本の内容について提言ができると言う内容で条例、規則の中に入れることができたら良い。
　　　　　　・新市民のことだが、ミニ統計や冊子を渡すことができれば市への愛着も出るのではないか。
　　（事務局）・ただ今のミニ統計や副読本大人版の新市民に対する配布については、部会からの提案として扱い、運営委員会に部会長から報告していただく方法でよろしいか。
　　　　　　　―　一同了解　―
（３）シミュレーションの実施
　　　　□　・シミュレーションの事例としては、景観・遺産地区、モデル地区、保護樹、眺望ポイントのうち、住んでいる方に一番身近に感じられるのがモデル地区だと思う。好ましくないケースを例として、改善していくために条例がうまく働くのかを考えてみたい。
　　　　　　・一つの方法論として、実際に行政によって国道沿道で空きスペースに緑化を進めている。担当の方から説明いただきたい。
　　（事務局）・「海浜地緑化事業計画図」のとおり、市民サービスグループと協力体制の中で、不法占用物件が無くなった段階で植樹している。整備区間は１．１ｋｍとして平成１６年度から実施し、１９，２０年度は空きスペースが生まれなかったので休止しているが、１５２ｍの植樹を完了している。黄色区間は占用者と話し合いが整ったので２１年度に植樹を行う計画である。
　　　　　　・この事業は、地域からの景観改善要望を契機に実施した。

　　　　□　・このプロジェクトチームに入ってから、景観を意識するようになったが、今場所は前と違ってだいぶ良くなってきている。
　　　　□　・空き家、廃材の堆積については、消防法から何か言えないのだろうか。

　　（事務局）・全道的に同様の事例が沢山あり、占用者と地道に話し合いを進めている状況と聞いている。
　　　　□　・この条例を施行して改善していくとすれば、先進事例となる。条例が後ろ盾になるので、今よりはやりやすくなるのではないかと期待する。
　　　　　　・この例だけでなく、他の地域からも声が挙がってくると思う。

　　　　□　・国道の歩道ギリギリまで家が建っているようだが、家まで不法占用になっているのか。

　　（事務局）・占用許可を取っている物置もあるが、家まで不法占用になっていると撤去は難しい。
　　　　□　・少しずつでも改善されていけば、それがきっかけとなって意識が高くなっていくと思う。
　　　　□　・モデル地区の指定をする場合は、地域からの声が必要になる。地域の声としては、町内会が深く関係してくると思うが。
　　　　□　・若草町内会では、文学の道というものを造っているが、町内会毎にＰＲの材料を出していただき、それを目指していく方法が良いと思う。反面教師的に扱うのは反発が出るし、好ましくない具体的な場所として写真や絵で出すのは問題があると思う。
　　　　□　・地域は、良い物には手を挙げられるが悪い物には挙げられないと言うことであれば、地域からの声ではなく推進組織からの指定提言が有効になると思う。
　　　　□　・対象となる地域の中にいる人は言いづらく、外からの方がやりやすいと思う。
　　　　□　・次に、眺望ポイントの事例として写真を撮ってきた。幌別駅前から来馬岳を望む写真であるが、旅行者が駅から降りて一番に目に入る幌別の風景になると思う。気になる点としては、①道路管理者が設置している案内標識が邪魔になっている、②緑の連担が必要、③商店街だから仕方ないかと思うが、看板類がごちゃごちゃしている。看板類が景観を大きく阻害している。
　　　　□　・看板の大きさを規制できると良いと思う。無くすることはできないと思うが、せめて形が統一できたら良いと思う。
　　（事務局）・伊達市の伊達街道のように商店街が組織づくりをして、協定を結んで統一している例がある。
　　　　　　・シーニックバイウェイ北海道というものがある。国土交通省の施策として観光振興を目的に北海道が先行的に取り組んでいる制度で、ルート指定された場合に地域と行政が連携した景観・地域資源の保全・改善等の活動に対しての支援をするものである。
　　　　□　・道路に植樹されている松並も植えっぱなしで、手を加えれば見違えると思う。看板は、モデル看板を作ってはどうか。全部を架け替えるには補助・助成をしなければならないと思うが。
　　　　□　・自分たちの足下から少しずつ、例えば雑草取りから進めていけば良いと思う。
　　　　□　・残念ながらみんながその様な意識ではないのが実態で、条例をきっかけにして進んでいきたい。
　　　　□　・景観・緑化を進めるにあたっては、年次計画を作り、それを公表していく方法が望ましい。
　　　　□　・進行形の場所をモデル地区として指定するのも一つの仕掛けかと思う。
　　　　　　・鉱山町のネーチャーマップをお配りしているが、この地区は建築制限が掛けられないため、今は良い自然が守られているが、将来はどうなるか解らない。この地区を自然遺産としてみたときに、守っていく方法はないか。
　　（事務局）・鉱山地区は、都市計画法の規制がかからない白地地区で開発行為の制限はなく、更に一般の住宅であれば建築確認不要で建てることができる。規制をかける方法としては、例えば都市計画区域が連続しないこの様な場合、市街化調整区域並に制限を掛ける準都市計画区域に指定する方法がある。
　　　　□　・シミュレーションの結果、大きな問題はないと確認できたと思う。
　　　　　　・この後、第５版に基づいた規則作りに入っていくことになるが、大まかな部分で考えてみるので、次回話し合っていきたい。
　　　　　　・以前にもお話ししたが、広く意見を聴く場を設けたいと考えている。
　　　　
（４）次回の議題について
　　　□　・①　条例のまとめ
・②　規則骨子
　　　　　　・③　意見を聴く場の設定
２．次回開催日について

　　まとめの目処がついた時点で連絡します。　　　　　　　　　　
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